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１．概要（Summary） 
現場適用性の高い超音波非破壊検査技術として空中

超音波法への期待が高まっているが、まだ探触子の送信

効率の大幅な改善が必要である。本課題では有望である

が作製が容易でない圧電素子と気相の 1-3 コンポジット

振動子を試作することを目的とする。この振動子を構成す

る PZT 素子柱はアスペクト比 1:2 の縦型であるため完全

切断すると加工時に自立しない。そのため圧電連成有限

要素法によりノード位置で各圧電素子柱の自立をサポー

トする構造を設計し、この実現可能性を検討する。ダイシ

ングブレードの仕様検討に時間がかかり、現時点では未

完成であるが、今後残りの部分の加工を実施して水平サ

ポートを極力薄くする加工条件を検討する。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
ダイサ（ディスコ：DAD-522） 
【実験方法】 
ソフト系PZTセラミックス(富士セラミックス製, C9)をワー

クとしてダイシング加工を行った。利用したダイサーは、Si
ウエハーの加工に実績が多数あったが、最大でも厚さ 1 
mm までしか記録がなかった。本課題ではこれ以上の厚

さを加工する必要があったため、まず刃出し量 4 mm、厚

さ 0.55 mm のブレードを試作した(ディスコ製, B1A863, 
SD400P50MT05, 58 x 0.55 x 40)。これを用いて送り速

度 1 mm/s で切断した結果、良好な切断面が得られたた

め、目的とするデバイスに必要な溝幅を得るため

B1A863, SD400P50MT05 の型番にて 3 種類のブレー

ドを作製した(55 x 0.17 x 40, 58 x 0.41 x 40, 58 x 0.37 
x 40)。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 に圧電連成有限要素法により設計した 1-3 コン

ポジットの模式図を表す。サポートはノード位置に配置す

ることで共振モードへの影響を最小限にすることができる。

圧電連成有限要素法により共振周波数を設計した。 

 
Fig. 1 Practically feasible design for 1-3 composite 
between PZT and gas  
 
加工の進捗状況を Fig. 2 に表す。切込み深さを

0.63mm を設定した結果、0.1mm 程度深くなった。今後、

ハーフカット時の溝深さの設定値との違いを調べることで

目的とする形状を得るための条件を探索する。 

 
Fig. 2 Progressing status for fabrication of 1-3 
composite between PZT and air. 
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